
日 時：2017 年８月１６日（水）    天候：雨    ２６０００歩    約１８Ｋｍ

集 合：東急多摩川線沼部駅 １０時

コース：沼部駅→多摩川緑地→多摩川玉川公園→多摩川遊園→兵庫島公園→二子玉川緑地運動場→多摩川緑地公園

グラウンド→西河原公園→多摩川五本松公園→京王多摩川駅（解散）

参加者：熊坂（L） 小島（SL） 勅使河原 平石 奴田 高橋文 伊藤眞 小野里 青松秀 菊池 佐藤繁 河野 清水正

長井 宮野 落合 市村 高橋紀 志村 仁井    計２０名

この「多摩川を歩く」シリーズ、キーワードは“橋の下”でした！初回は猛暑で日陰を求めて橋の下ごとに休憩し、今回は雨

のため橋の下でのランチと、橋に助けられながらのウォークとなりました。沼部駅に集合した時点ではポツポツと降っていたも

のの、スタートし多摩川土手に出ると小雨模様となり、傘をさしていても雨が風に乗って下から舞い込む始末。その上これま

での長雨の影響で河川敷の道はぬかるみ、所々にできた大きな水たまりを右に左に避けながら、足元の靴は雨水と泥で汚

れ放題でした。今回のコースのランチ場所でもある二子玉川駅周辺は、以前世田谷に住んでいたもので、小学生の頃には

自転車でよく来たものです。この河川敷にはかつて読売飛行場があり、発着するセスナ機やヘリコプターを見るのが楽しみ

でしたが、ここは今の全日空の前身「日本ヘリコプター輸送」があった所で、いわば全日空発祥の地でもあります。その上流

にある二ヶ領宿河原堰は、ドラマ「岸辺のアルバム」で知られる多摩川大水害が起きた場所で、脇の土手上には後世にその

惨禍を伝えるべく「多摩川決壊の碑」が建てられていました。とかく単調になりがちな河川敷ですが、こうして多摩川の歴史を

重ね合わせながら歩くことで、最後まで歩き通すことが出来ました。さて次回の多摩川ウォーク、これからくぐる橋の下には果

たしてどんなドラマが待っているのでしょうか。                               ＜フォトレポート 小島＞

  新二子橋（２４６号）の橋の下で。左の森は兵庫島、後方は雨に煙る田園都市線と旧２４６号の二子橋。



朝の沼部駅。トイレは上りホームにしかなく不便。   多摩川に出て丸子橋下でリーダーのストレッチ。

リーダー熊坂さんから本日のコース説明。       今日は長靴が正解かも。すでに靴はドロドロです。

  

      旧巨人軍グランド。今は少年野球場。    第三京浜の橋の下で小休止。

  

    雨に煙る河川敷に溶け込むリーダー。      休憩を終え橋の下から出てまた雨の中へ。



行く手には二子玉川のビル群が霞んでいます。     この雨の中、歩いているのは我々だけかも。

ウイーンの区と世田谷区の姉妹都市提携記念です。   新二子橋下でランチタイム。右からの風で雨が・・・

  

    この橋は幅があるので雨を凌げます。      芸術的なイラストを背に弁当が旨い？

  
      こうして橋の下で食べるのも良いかも。  脇の兵庫島の古写真。当時の賑わいです。



  ランチタイムを終えてゴールを目指します。皆さんが歩いているこの緑地、かつては読売飛行場でした！

  当時飛んでいたセスナ機。憧れたものです！    この写真はさらに前のもの。複葉機も見られる。

  
    この水溜りが今日の全てを物語っています。   赤い橋は東名高速。下は教習コース？



雨にも負けず、風にも負けず・・・ただ前回の暑さには負けました！

今日はこのような道を中心に歩きましたが、気温が低く涼しいので助かりました。

     

     二ヶ領宿河原堰。ここは昭和４９年９月１日の豪雨で決壊し、左岸の住宅が流失しました。



堰際の土手に建てられた「多摩川決壊の碑」の前で。堰の川崎側には「二ヶ領用水」の取り入れ口があります。

これが当時の住宅流失の瞬間の画像です。       上空から見た決壊箇所。弓状にえぐられています。

  
      小田急線の鉄橋。対岸は登戸駅。      その上流の多摩水道橋。世田谷通り。



西河原公園でトイレ休憩。依然として雨止まず。    土手に出て人数確認・・と言っても不明者なし！

ここはサイクリング道ですが、流石にこの雨では・・  傘越しに撮ると、雨の様子が分かりますね。

     

           このところの長雨を象徴するような水量の二ヶ領上河原堰提。



河原組と土手組（？）に分かれて。ゴールは近い！    京王相模原線の鉄橋が見えてきました。

京王線の鉄橋下。幅が無く各自でミニクールダウン。  京王多摩川駅。初めての駅で帰りルート不明の人も。

※とにかく雨・雨・雨の一日でした。河原の小道には夏草が生い茂り、各所に水溜りがあって気が抜けません。途中草に覆わ

れて道が消えていたり、土手をよじ登る場面もあって、すべって尻もちをつく人もいましたが、大事には至らず全員ゴールま

で完歩することが出来ました。いつもは渡るだけの橋ですが、こうして橋の下を休憩ポイントとしてみると、ブルーシートの住

人の気持ちも分かるような気がします。もしかしたら今後はこの場所が癖になるかも・・・なお今日はあいにくの悪天候のため、

写真の色がよく出ませんでした。特に集合写真で皆さんの顔がやや赤みを帯びて写っていますが、決して一杯飲んでいる

訳ではないので誤解なきよう！ 参加の皆さん１８ｋｍお疲れ様でした。次回も頑張って歩きましょう。（私？ハイ頑張りますよ！）

※なお掲載した古写真は、Web サイト等から借用しました。

END


